
議員氏名：一石 洋子 

議案番号：陳情第１０号 

案 件 名：非核三原則の尊重と堅持を求める意見書を国に提出することを求める陳情書 

討論内容： 

私は本陳情について賛成の立場で討論いたします。 

日本は唯一の戦争被爆国として非核３原則を国是としてまいりました。先ほども４０数年前の二

宮町議会の決議、宣言について言及がありましたが、子ども時代に日本の国全体に核や戦争に対す

る張り詰めたものを排除するという雰囲気があったことを子どもながらもはっきりと覚えておりま

す。しかしながら、法律上の強制力はなく、国内法、原子力基本法や原子力不拡散条約によって禁

止、制限されている状況です。 

第２次世界大戦後は、アメリカ、ロシアの間で曲がりなりにも核軍縮は進んでいました。しかし

ながら、今ここに来て、国際関係、地政学上の国レベルの政治の現状はタブーなくと防衛大臣が発

言したように、全てが低きに流れる状況です。 

日本から国際法に係る国連や国際刑事裁判所に女性のリーダーが多く活躍することを心から誇り

に思います。それは、世界の日本への信頼と期待を表している。そして、生命をつかさどる力強いジ

ェンダーの正義を切り開く可能性を大いに期待するものです。 

私たち地域に生活し、未来に向かう一人一人が持つ戦争、そして核兵器に対する人間としての本

能的なノーという気持ちをしっかりと言語化して、国及び世界に上げていくことが自治体議会の務

めであると思います。 

以上、賛成討論といたします。 


